
 

 

 

 

 

 極点バックグランド曲線の編集を行う 

 ＰｏｌｅＢａｃｋｇｒｏｕｎｄＥｄｉｔｏｒソフトウエア 

 Ver1.05M 

 

 

 

 

 

 

 

 ＡＳＣファイルにはバックグランドが含まれています。 

 このバックグランドをテキストに書き出し、 

 エディッタやＥｘｃｅｌでテキストデータを編集し、上書き後 

 Ｃｒｅａｔｅすると、編集されたＡＳＣファイルが新たに作成されます。 
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概要 

 高分子材料など、回折ピークが近接した極点測定を行うと、予期せぬバックグランドが測定される事が 

   ある。再度測定して最適なバックグランド測定を行っても、成功するか分からない。 

   本ソフトウエアではＥｄｉｔｏｒを用いて、バックグランド曲線を編集を可能にした。 

   又、新たなデータ作成の為に、ピーク強度の作成、ピーク＋バックグランド強度作成を可能にした。 

   高分子向けにピーク平均強度の最小値／２をバックに設定を追加 

例 

 ポリプロピレンを受光スリット３ｍｍで測定した。ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｆｕｒｅで確認 

 

 

極点図の中心付近でバックグランドが上昇している。 

受光スリットを更に細くして再度測定すれば最適なバックグランドが得られる可能性があるが、 

７０度以降のバックグランドを編集しても良さそうである。 



 

プログラムの実行 

 

ファイルを指定する。 

 

Ｅｄｉｔｏｒを起動 

 

 Ｅｄｉｔｏｒは、C:¥CTR¥work¥PoleBackGroundEditor¥text.txt ファイルを仲介しています。 

 Ｅｘｃｅｌにデータを移し、編集後、上記ファイルに上書きする事も可能。 

 データの区切りはｔａｂを用いています。 



 

赤い枠の部分を編集する。区切り文字はＴａｂである。 

 

 

 

 

 



編集後ｓａｖｅ（ファイル名は変更しない） 

 

 

編集したバックグランドでＡＳＣファイルを作成 

 

 

が表示される。 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅで確認 

 



Ver1.02 で極点図の倍率変更と、バックグランドが測定されていない極点図データに 

バックグランドを追加するモードを追加 

 

バックグランドが測定されていない場合、 

 

 バックグランドデータを入力してください。 

 

 

 



極点図データの倍率変更 

 

 

 

 

 



ピークデータのバックグランドを加算 

 

 

 

 

 



Ｅｘｃｅｌで C:¥CTR¥work¥PoleBackgroundEditor¥text.txt を編集 

 

 

 

 

編集後のテキストデータを上書きし、Ｃｅｒａｔｅする。 

ODFPoleFigure２ソフトウエアで表示 

 


